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『
江
都
督
納
言
願
文
集
』
と
『荘
子
』
「逍
逢
遊
」

第

一
節
　
は
じ
め
に

願
文
と
は
、
仏
寺

・
仏
塔
の
建
築
奉
納
や
追
善
供
養
な
ど
、
様
々
な

法
会
が
行
わ
れ
る
際
に
、
願
主
の
願
意
を
仏
前
で
述
べ
た
も
の
。
平
安

朝
に
お
い
て
は
、
こ
う
し
た
頻
繁
に
行
わ
れ
る
仏
教
行
事
に
応
じ
て
、

願
文
が
大
量
に
制
作
さ
れ
て
い
た
。
個
人
と
し
て
ま
と
ま

っ
た
作
品
を

残
し
た
人
物
と
し
て
は
、
空
海
、
菅
原
道
真
、
及
び
大
江
匡
房
の
二
人

が
挙
げ
ら
れ
る
。
特
に
匡
房
が
撰
し
た

『
江
都
督
納
言
願
文
集
』
に
は
、

散
逸
し
た
巻
四
を
除
い
て
も
百
二
十
篇
ほ
ど
が
現
存
し
て
い
る
。

匡
房
が
撰
述
し
た
願
文
の
佳
句
は
、
人
口
に
謄
実
し
、
後
世
の

『類

句
抄
』
や
澄
憲

・
聖
覚
が
編
纂
し
た

『
言
泉
集
』
に
収
録
さ
れ
、
文
章

作
文
の
範
と
し
て
重
宝
さ
れ
て
い
る
。
『
江
都
督
納
言
願
文
集
』
と
い

う
願
文
集
の
表
現
を
精
査
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
院
政
期
の
文
化
の

一

側
面
を
透
視
す
る
こ
と
も
で
き
る
と
評
価
さ
れ
て
い
る
こ
一
に
反
し
て
、

匡
房
の
願
文
の
読
解
は
進
ん
で
い
る
と
は
言
え
な
か

っ
た
。
豊
饒
な

『
江
都
督
納
言
願
文
集
』
の
世
界
が
等
閑
視
さ
れ
る
の
は
、
隠
喩
に
満

ち
た
修
辞
や
、
内
外
典
を
踏
ま
え
た
表
現
の
難
解
さ
に
あ
る
だ
ろ
う
。

李
　
育

娼

そ
こ
で
、
筆
者
は
匡
房
の
願
文
に
お
け
る
修
辞
表
現
に
注
目
し
、
日
中

比
較
と
い
う
視
点
か
ら
考
察
を
進
め
た
く
、
こ
う
し
た
作
業
に
よ

っ
て
、

『
江
都
督
納
言
願
文
集
』
の
解
明
の

一
端
に
も
繋
が
れ
ば
、
と
思
う
。

筆
者
は
以
前
、
平
安
朝
の
漢
詩
文
に
お
け
る
上
皇
の
神
仙
表
現
に
着

日
し
、
唐
代
の
資
料
を
手
が
か
り
と
し
て
、
上
皇
を
神
仙
に
見
立
て
る

手
法
の
生
成
を
検
証
し
た
。
こ
う
し
た
神
仙
表
現
は
、
『
江
都
督
納
言

願
文
集
』
の
中
で
も
多
く
用
い
ら
れ
て
い
る
。
本
論
で
は
、
拙
稿
の
結

論
を
踏
ま
え
た
上
で
、
『
江
都
督
納
言
願
文
集
』
に
お
け
る
上
皇
の
神

仙
表
現
を
注
目
し
た
い
と
思
う
。

第
二
節
　
匡
房
の
願
文
に
見
る
上
皇
の
神
仙
表
現

小
峯
和
明
氏
が

「
現
世
安
穏
を
祈
願
す
る
に
神
仙
の
表
現
は
欠
か
せ

な
い
も
の
だ

っ
た
」
と
言
及
し
た
よ
う
に
、
願
文
に
お
い
て
は
、
神
仙

用
語
が

一
般
的
に
存
在
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
仏
教
の
産
物
で
あ

る
願
文
の
構
成
に
、
仏
教
故
事
や
仏
典
の
語
句
が
あ
る
の
は
当
然
の
こ

と
な
が
ら
、
神
仙
表
現
も
存
在
し
て
い
る
現
象
が
目
を
引
く
。

中
国
に
は
、
願
文
が
多
く
散
供
し
た
た
め
で
あ
ろ
う
か
、
現
存
し
て



い
る
願
文
は
敦
爆
で
発
見
さ
れ
た
文
献
に
集
中
し
て
い
る
。
そ
の
内
容

を
概
観
し
て
み
れ
ば
、
い
く
つ
か
の
作
品
に
は
神
仙
的
用
語
を
見
出
せ

Ｚり
。日
本
の
願
文
は
、
『本
朝
文
粋
』
巻
十
二
、
巻
十
四
に
二
十
七
篇
、

『本
朝
続
文
粋
』
巻
十
二
、
巻
十
三
に
二
十
二
篇
が
収
録
さ
れ
て
い
る

よ
う
に
、
文
学
作
品
の

一
つ
の
ジ
ャ
ン
ル
と
し
て
樹
立
し
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
、
中
国
に
お
い
て
は
、
願
文
は
ほ
か
の
文
体
に
比
し
て
評

価
さ
れ
て
お
ら
ず
、
文
体
の
ジ
ャ
ン
ル
別
に
前
代
の
作
品
を
収
載
す
る

『文
選
』
や
宋
代
の

『文
苑
英
華
』
な
ど
に
、
願
文
と
い
う
部
門
は
設

け
ら
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
『文
心
彫
龍
』
（南
朝
梁

・
劉
認
）
や
、
『文

章
弁
体
』
（明

・
呉
訥
）
な
ど
の
文
学
理
論
書
に
お
い
て
は
、
「
願
文
」

へ
の
位
置
づ
け
も
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、
日
本
で
は
、
願
文

は
単
な
る
仏
前
で
啓
自
す
る
文
章
で
は
な
く
、
賦

・
序

・
表
な
ど
と
比

肩
す
る
立
派
な
文
学
作
品
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
よ
う
。

『
江
都
督
納
言
願
文
集
』
に
お
け
る
上
皇
の
神
仙
表
現
は
、
豊
富
で
、

特
に

「貌
姑
射
」
と
い
う
語
彙
が
頻
繁
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
以
下
、

取
り
上
げ
た
用
例
で
示
し
た
よ
う
に
、
『
江
都
督
納
言
願
文
集
』
の
全

作
品
と

『
本
朝
続
文
粋
』
に
あ
る
匡
房
作
の
二
つ
の
作
品
を
併
せ
て
、

計
二
十
二
回
も

「貌
姑
射
」
と
い
う
語
彙
が
使
わ
れ
て
い
る
。
「
粉
陽
」

や

「氷
雪
」
な
ど
の
用
例
も
含
め
ば
、
二
十
六
例
と
な
る
。

こ
れ
ら
の
用
例
を
、
私
に
０

「姑
射
」
「沿
水
」
「
粉
陽
」
の
例
、
０

「姑
射
」
と
併
せ
て

「氷
雪
」
冨
ヨ
膚
」
翼
ヨ
潔
」
翼
己

「弥
潔
」
「氷
顔

玉
体
」
な
ど
の
語
彙
が
使
用
さ
れ
る
例
、
０

「氷
雪
」
翼
ヨ
膚
」
の
例

な
ど
、
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
類
し
た
。

田
姑
射
、
扮
水
、
粉
陽

①
然
猶
幽
閑
有
心
、
忽
楽
脱
履
徒
於
姑
射
之
山
、
幻
泡
厭
世
、
更

逐
虚
舟
於
菩
提
之
海
。

（延
久
五
年
六
月
十
二
日
、
巻

一
「後
三
條
院
五
七
日
御
願
文
し

②
梧
哺
之
駕
早
断
、
潤
色
未
加
、
扮
陽
遊
無
帰
、
山
雲
含
恨
。

（永
保
三
年
六
月
十
三
日
、
巻
二

「金
剛
寿
院
供
養
願
文
し

③
姑
射
之
上
、
紛
水
之
陽
、
寿
如
南
山
、
学
赤
松
而
伴
自
石
、
齢

同
西
母
、
得
地
仙
而
将
谷
神
。

（天
仁
二
年
四
月
、
巻

一
「同

（白
河
）
院
北
斗
曼
荼
羅
堂
し

④
射
山
之
上
、
紛
河
之
陽
、
勝
理
無
変
、
風
水
弥
和
。

（天
仁
二
年
四
月
、
巻

一
「
日
吉
社
仁
王
経
供
養
し

⑤
紛
水
遊
、
波
浪
不
起
、
姑
射
之
楽
、
日
月
不
傾
。
移

一
人
於
長

生
之
殿
、
宜
伐
花
封
之
風
。

（寛
治
五
年
十
二
月
十
七
日
、
巻
二

「橋
寺
願
文
し

⑥
禅
定
仙
院
、　
一
事

一
物
、
出
於
射
山
之
風
塵
、
公
云
私
云
、
成

於
粉
水
之
渥
沢
。
　

（天
永
元
年
十

一
月
、
巻
六

「季
清
紀
伊
国
堂
し

⑦
金
紫
成
行
、
綺
羅
撲
地
、
以
照
貌
姑
射
之
嶺
、
以
耀
無
何
有
之

郷
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（巻
二

「六
十
御
賀
し

③
無
何
有
之
郷
、
貌
姑
射
之
嶺
。（天
仁
二
年
、
巻
二

「鳥
羽
二
重
塔
し

⑨
禅
定
法
皇
、
貌
姑
山
之
月
桂
、
久
懸
南
浮
。

（長
治
元
年
二
月
廿
四
日

『本
朝
続
文
粋
』
巻
十
二
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「尊
勝
寺
灌
頂
表
白
し

⑩
又
奉
祈
禅
定
仙
院
、
広
莫
之
野
、
毎
春
之
臨
幸
無
彊
、
姑
射
之

山
、
暦
劫
之
寿
福
不
測
。
　
　
　
（天
丞ヽ
九
年
、
巻

一
「八
幡
御
塔
し

①
至
孝
不
修
之
悲
、
顧
姑
射
而
遺
限

（恨
）。

（嘉
承
二
年
九
月
七
日
、
巻
二

「堀
河
院
御
仏
事
し

⑫
禅
定
仙
院
射
山
上
、
計
宝
算
而
期
万
歳
。

（康
和
二
年
九
月
十
九
日
、
巻
三

「安
楽
寺
内
満
願
寺
願
文
し

⑬
姑
射
雲
底
、
仰
黄
軒
而
風
夜
日
深
、
博
望
月
前
、
亜
綺
里
而
髪

髪
霜
重
。（長
治
元
年
二
月
廿
日
、
巻
三

「顕
季
卿
仁
和
寺
堂
供
養
願
文
し

⑭
上
献
鳳
閾
、
更
資
姑
山
、
保
万
歳
之
寿
福
、
致
四
海
之
大
平
。

（天
仁
三
年
、
巻
六

「為
房
朝
臣
甘
露
寺
修
善
し

⑮
重
請
扮
水
之
北
、
風
霜
難
侵
、
穎
川
之
南
、
春
秋
無
極
。

（寛
治
六
年
二
月
廿
六
日
、
巻
二

「羅
惹
院
供
養
願
文
し

こ
れ
ら
の
願
文
の
年
号
と
内
容
を
検
証
し
て
み
る
と
、
田
の
①
、
②

に
見
ら
れ
る
姑
射
、
扮
陽
の
用
例
が
後
三
条
上
皇
を
指
す
以
外
、
殆
ど

白
河
法
皇
を
示
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
０
の
⑦
は
年
号
が

付
い
て
い
な
い
が
、
『
百
錬
抄
』
の
記
録
に
よ

っ
て
、
自
河
法
皇
を
指

し
て
い
る
と
判
断
で
き
る
。
匡
房
の
願
文
作
品
に
お
い
て
、
「姑
射
」

の
用
例
が
こ
れ
ほ
ど
集
中
的
に
自
河
法
皇
に
使
わ
れ
て
い
る
の
は
、
自

河
法
皇
が
上
皇
と
し
て
四
十
三
年
も
長
く
院
政
を
続
け
て
い
た
事
実
と

関
連
が
あ
る
だ
ろ
う
。

そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
表
現
に
は

一
つ
の
特
徴
が
見
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、

「貌
姑
射
」
「姑
射
」
の
語
に
、
さ
ら
に

「氷
雪
」
「
雪
膚
」
「
帝
己

軍
ヨ

潔
」
「弥
潔
」
「氷
顔
玉
体
」
な
ど
の
語
が
書
き
加
え
ら
れ
て
い
る
こ
と

で
あ
る
。

②
姑
射
十
氷
雪
、
雪
膚
、
雪
潔
、
雪
、
弥
潔
、
氷
顔
玉
体

①
仰
願
刑
罰
姻
周
、
姑
射
之
山
常
露
、
煙
霧
不
犯
、
無
何
之
郷
長

閑
。（寛
治
五
年
十
二
月
十
七
日
、
巻
二

「院
被
供
養
熊
野
山
多
宝
塔
願

文
し

②
禅
定
仙
院
、
金
輪
聖
主
、
弥
測
雪
膚
於
姑
射
、
久
保
日
角
於
鳳

液
、
長
楽
宮
中
、
霧
露
無
犯
、
広
莫

（野
）
外
、
日
月
不
傾
。

（康
和
五
年
十
月
廿
七
日
、
巻
三

「般
若
寺
し

③
先
献
仙
院
、
別
関
冽
∃
側
潔
、
次
報
四
恩
、
法
水
之
浪
遍
霧
。

（応
徳
四
年
二
月
十
四
日
、
巻
五

「善
勝
寺
し

④
含
元
殿
之
中
日
月
不
傾
、
貌
姑
射
之
氷
雪
利
州
。

（康
和
四
年
十

一
月
九
日
、
巻
六

「医
師
俊
則
堂
し

⑤
奉
廻
施
金
輪
聖
王
禅
定
仙
院
、
参
天
両
地
之
化
、
鳳
液
之
雲
長

閑
、
木
父
金
母
之
齢
、
川
酬
ｄ
∃
司
冽
。

（康
和
四
年
、
巻
三

「宇
佐
宮
新
堂
願
文
し

⑥
以
此
功
徳
、
奉
廻
施
金
輪
聖
王
、
禅
定
仙
院
、
鳳
液
風
、
川
馴

ョ
測
。
竜
官
鳴
紀
之
名
、
返
俗
於
彼
、
参
天
両
地
之
化
、
崇
道
於

斯
。
　

（康
和
四
年
十
一
月
九
日
、
巻
二

「同
女
御

（道
子
）
丈
六
堂
し

⑦
以
此
功
徳
、
先
奉
資
太
上
仙
院
、
周
劇
酬
ｄ
雪
、
送
万
劫
而
弥

明
、
無
何
郷
之
雲
、
歴
三
祗
而
更
静
。



（寛
治
三
年
十
月
、
巻
六

「堂
供
養
し

③
川
州
ｄ
刑
、
仙
院
之
地
、
利
劇
到
瑚
、
送
千
秋
而
劃
洲
、
蓬
葉

控
咽
歴
万
劫
而
永
吟
。

（天
仁
二
年
十
月
十

一
日
、
巻

一
「院

一
品
経
御
願
文
し

⑨
禅
定
仙
院
之
算
、
…
…
姑
射
之
水

（氷
）、
論
金
石
而
弥
潔
。

（嘉
永
元
年
六
月
廿
二
日
、
巻
三

「前
女

（御
）
道
子
九
条
堂
供
養
願
文
し

０
で
示
し
た
よ
う
に
、
①
で
は

「仰
ぎ
願
わ
く
は
氷
雪
弥
清
く
し
て
、

姑
射
の
山
常
に
舞
ん
こ
と
」
、
②
で
は

「姑
射
に
於
い
て
雪
膚
を
い
よ

い
よ
潔
し
」
、
③
で
は

「射
山
の
雪
長
く
潔
」
な
ど
、
「姑
射
」
「姑
射

の
山
」
を

「
雪
」
「氷
雪
」
「潔
」
な
ど
の
語
と
共
に
用
い
て
表
現
し
て

い
る
。
④
か
ら
⑨
も
、
類
似
し
た
表
現
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
表
現
は

『荘
子
』
「逍
遥
遊
」
に
登
場
す
る
貌
姑
射
の
仙

人
の
姿
を
下
敷
き
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
『荘
子
』
の
表
現
に
つ
い
て

は
す
で
に
検
討
し
た
。
こ
こ
で
改
め
て

『
荘
子
』
「逍
遥
遊
」
の
例
を

見
て
み
よ
う
。

刻
川
州
ｄ
酬
Ｈ
司
悧
月
日
周
、
酬
劃
利
利
劃
、
淳
約
若
処
子
、
不

食
五
穀
、
吸
風
飲
露
、
乗
雲
気
、
御
飛
龍
、
而
遊
乎
四
海
之
外
。

其
神
凝
、
使
物
不
疵
痛
而
年
穀
熟
。

「貌
姑
射
の
山
に
神
人
が
住
ん
で
い
て
、
そ
の
肌
は
氷
雪
の
よ
う
に
純

自
で
、
処
女
の
よ
う
に
柔
軟
、
五
穀
を
食
べ
ず
、
風
を
吸
い
、
露
を
飲

み
、
雲
に
乗
り
、
飛
龍
に
乗

っ
て
、
天
地
の
外
に
出
か
け
る
」
と
あ
り
、

貌
姑
射
の
仙
人
の
姿
を
詳
し
く
描
写
し
て
い
る
。
匡
房
の
願
文
に
見
え

る

「氷
雪
」
な
ど
の
語
が
、
二
重
傍
線
部
の

「
肌
膚
氷
雪
の
如
し
」
と

い
う
文
に
拠
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。

０
に
見
え
る
氷
雪
な
ど
の
描
写
は

「逍
邊
遊
」
に
拠
る
の
を
確
認
し

た
。
そ
れ
で
は
、
次
に
０
に
分
類
さ
れ
た
用
例
を
見
て
み
よ
う
。

０
膚
、
雪
膚
、
氷
雪

①
禅
定
仙
院
、
刑
膚
同
悧
、
斉
週
算

（脱
字
か
）
松
喬
、
雲
翼
献

年
。
　
　
　
（長
治
二
年
十
二
月
十
九
日
、
巻

一
「尊
勝
寺
阿
弥
陀
堂
し

②
遂
出
無
何
之
郷
、
歩
向
不
測
之
路
。
…
…
壼
中
之
天
、
刑
雪
肩

潔
、
洞
裏
之
地
、
煙
霞
影
閑
。

（寛
治
二
年
七
月
十
三
日
、
巻
二

「院
金
峯
山
詣
し

①
の

「氷
膚
同
体
」
、
②
の

「氷
雪
の
膚
潔
」
な
ど
、
姑
射
と
い
う
語

を
欠
い
て
い
る
が
、
同
じ
く
姑
射
の
仙
人
を
指
し
て
い
る
と
思
う
。
こ

う
し
て
、
０
の
二
例
と
２
の
九
例
を
併
せ
る
と
、
「氷
雪
」
な
ど
の
語

彙
で
上
皇
を
準
え
る
例
が
十

一
と
な
る
。
こ
の
よ
う
に
、
美
し
い
仙
人

の
雪
膚
で
上
皇
を
比
喩
す
る
と
い
う
、
や
や
違
和
感
を
も
た
ら
す
描
き

方
は
、
全
体
の
半
分
弱
を
占
め
て
い
る
。
ま
た
、
「膚
」
で
天
皇
を
喩

え
る
例
も
見
ら
れ
る
。

・
仕
鸞
台
而
六
稔
、
戴
発
雲
之
膚
、
紆
鶴
綾
而
幾
程
、
仰
仏
日
之

景
。
　

（康
和
五
年
二
月
廿
七
日
、
巻
六

「奉
造
写
供
養
仏
像
□
□
事
し

。
百
僚
延
首
、
望
尭
雲
之
新
膚
、
万
国
改
観
、
待
舜
海
之
初
潤
。

「
本
朝
続
文
粋
』
巻
四
、
寛
治
四
年
十
月
廿
三
日

「被
辞
撮
政
第

一
表

（師
実
と
）

「尭
雲
」
と
い
う
語
彙
は
、
「舜
海
」
「舜
日
」
な
ど
の
語
と
よ
く
対
と
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な

っ
て
、
皇
帝
の
徳
政
を
讃
美
す
る
際
に
、
よ
く
用
い
ら
れ
る
の
で
あ

る
。
「尭
雲
之
膚
」
「尭
雲
之
新
膚
」
な
ど
の
表
現
は
天
皇
を
指
示
し
て

い
る
が
、
匡
房
が

「膚
」
と
い
う
喩
え
を
多
用
す
る
傾
向
が
窺
わ
れ
る
。

こ
れ
は
匡
房
の
用
語
の

一
つ
の
特
徴
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

上
皇
を
貌
姑
射
に
見
立
て
る
用
例
は
、
先
述
し
た
よ
う
に
日
本
の
作

品
に
も
唐
文
に
も
数
多
く
見
ら
れ
る
。
し
か
し
、
上
皇
を
仙
人
の
氷
雪

の
よ
う
な
膚
で
表
現
す
る
こ
と
は
、
果
た
し
て
匡
房
以
外
に
他
に
も
あ

る
の
だ
ろ
う
か
。
以
下
、
こ
の
疑
間
に
対
し
て
で
き
る
だ
け
多
く
の
中

国
及
び
日
本
の
作
品
を
対
象
に
検
証
を
行
う
。

氷
雪
が
表
現
す
る
対
象
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
用
例
を

一
つ
ず

つ

掲
げ
る
。
①

『文
苑
英
華
』
巷
八
四
九
、
慮
照
郊

「
益
州
至
真
観
主
黎
君

碑
」
高
祖
以
粉
陽
如
雪
、
当
金
閥
之
上
仙
。
↓
唐
高
祖

②

『
広
成
集
』
巻
十
二
、
杜
光
庭

「紫
霞
洞
修
造
畢
告
謝
礁
詞
」

所
以
唐
尭
姑
射
之
遊
、
軒
后
具
茨
之
謁
、
周
穆
之
登
逢
水
、
漢
皇

之
幸
昆
山
、
皆
披
晒
煙
霞
、
階
窺
氷
雪
。
↓
貌
姑
射
の
仙
人

③

『
文
苑
英
華
』
巻
四
四
八
、
玄
宗

「慮
懐
慎
寿
相
制
」

黄
門
侍
郎
慮
懐
慎
、
貞
良
敦
朴
、
孝
悌
仁
厚
、
度
量
深
於
江
海
、

堅
清
邁
於
氷
雪
。
↓
君
子

④

『
全
唐
文
』
雀
四
十

一
、
玄
宗

「故
金
紫
光
線
大
夫
鴻
臆
卿
越

国
公
景
竜
観
主
贈
越
州
都
督
葉
尊
師
碑
銘
井
序
」

師
以
霊
応
感
通
、
殊
尤
若
此
、
遂
乃
杖
策
遊
諸
名
山
、
遠
訪
茅
君

而
遇
。
嶽
骨
上
起
、
目
瞳
正
方
、
氷
雪
綽
約
。
↓
仙
人

⑤

『
全
唐
文
』
巷
七

一
九
、
蒔
防

「鎮
圭
賦
」

所
謂
天
子
是
豊
、
邦
国
是
維
、
雲
虹
発
色
、
氷
雪
成
姿
、
玉
几
臨

朝
、
承
徳
音
而
有
裕
。
↓
玉

⑥

『
自
氏
文
集
』
巻
六

「遊
悟
真
寺
詩
」

科
撤
塵
埃
衣
、
礼
舞
氷
雪
顔
。
↓
仏
像
の
顔

⑦

『方
舟
集
』
巷
二
十
四
、
李
石

「千
葉
梅
」

接
花
莫
接
南
北
枝
、
姑
射
仙
人
氷
雪
肌
。
↓
梅

③

『
蘇
戟
詩
集
』
巻
四
十
八

「
雪
詩
」

間
来
披
鼈
学
玉
恭
、
姑
射
群
仙
遅
近
逢
、
只
為
肌
膚
酷
相
似
、
続

庭
無
処
見
行
樅
。
↓
雪

⑨

『
全
宋
詩
』
巷

一
〇

一
〇
黄
庭
堅

「寄
晃
元
中
十
首
」

済
岱
有
佳
人
、
肌
膚
若
氷
雪
。
↓
美
人

①
で
は
、
唐
の
高
祖
、
②
で
は
、
姑
射
の
仙
人
、
③
で
は
、
君
子
の

徳
、
④
で
は
、
仙
人
、
⑤
で
は
、
玉
、
⑥
で
は
、
仏
像
の
顔
、
⑦
で
は
、

梅
、
③
で
は
、
雪
、
⑨
で
は
美
人
、
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
警
喩
と
し
て

使
わ
れ
て
い
る
。
調
査
し
て
い
る
範
囲
内
に
、
他
に
②
か
ら
⑨
ま
で
は
、

複
数
以
上
の
用
例
が
見
ら
れ
た
。
し
か
し
①
の
唐
の
高
祖
、　
つ
ま
り
皇

帝
を
さ
す
用
例
は

一
例
し
か
見
出
せ
な
か

っ
た
。
氷
雪
と
い
う
語
で
帝

王
を
示
す
用
例
は
、
管
見
に
入

っ
た
限
り
だ
が
、
極
め
て
少
な
い
と
見

て
も
差
し
支
え
な
い
だ
ろ
う
。
し
か
も
、
こ
の
例
は
在
世
の
上
皇
を
指

し
て
い
る
も
の
で
は
な
い
。

次
は
日
本
の
漢
文
作
品
に
見
え
る
用
例
に
移
ろ
う
。



①

『本
朝
一麗
藻
』
巻
上

「暮
春
侍
宴
左
丞
相
東
三
条
第
同
賦
度
水

落
花
舞
応
製
詩
」
藤
原
伊
周

艶
態
応
歌
遮
岸
色
、
奇
香
待
拍
踏
波
声
。
雪
膚
路
湿
寛
裳
重
、
風

力
橋
高
錦
袖
明
。
↓
踊
る
女
性

②

『
江
吏
部
集
』
巻
下

「
二
月
二
日
同
賦
花
貌
年
年
同
応
製
詩
井

序
」
江
匡
衡

観
夫
見
樹
々
之
花
貌
、
同
年
年
之
風
儀
、
仙
桃
咲
以
不
老
、
何
時

依
違
、
御
柳
濃
以
如
初
毎
春
賜
郷
。
至
彼
玉
燭
能
調
以
裁
成
節
物
、

金
鏡
長
螢
以
紛
黛
容
花
。
寒
暑
往
来
上
林
、
則
常
理
緯
樹
之
雲
暑
。

日
月
迎
送
禁
苑
、
則
鎮
凝
射
山
之
雪
膚
。
↓
花
樹
を
美
女
に
擬
す

る③

『本
朝
文
粋
』
巻
第
二
、
三
善
清
行

「立
神
祠
策
文
」

若
乃
皇
英
者
舜
之
賢
妃
也
、
節
表
斑
竹
。
夷
齊
者
周
之
廉
士
也
、

性
潔
寒
氷
。
↓
君
子

④

『本
朝
文
粋
』
巷
第
十

一
、
源
順

「
二
月
墨
日
遊
五
覚
院
賦
紫

藤
花
落
鳥
関
関
詩
序
」

五
覚
院
者
、
彼
院
之
西
洞
也
。
大
師
尋
仙
遊
而
占
洞
房
、
写
仏
智

以
利
沙
界
。
…
…
率
諸
客
十
餘
人
、
先
昇
氷
雪
之
尊
顔
、
遂
感
風

煙
之
勝
趣
。
↓
僧
侶
の
顔

⑤

『本
朝
無
題
詩
』
中
原
広
俊

「
遊
遍
照
寺
」

寺
名
遍
照
夜
方
閑
、
対
月
亦
望
氷
雪
顔
。
↓
仏
像
の
顔

①
で
は
、
踊
る
女
性
、
②
で
は
、
花
樹
を
美
女
に
見
立
て
る
表
現
、
③

で
は
、
君
子
の
徳
、
④
で
は
、
僧
侶
の
顔
、
⑤
で
は
、
仏
像
の
顔
な
ど
、

こ
こ
で
も
同
様
に
上
皇
を
氷
雪
で
表
現
す
る
用
例
は
見
出
す
こ
と
が
で

き
な
い
。

以
上
の
用
例
か
ら
、
「氷
雪
」
翼
ヨ
膚
」
な
ど
の
語
は
広
い
範
囲
に
わ

た

っ
て
警
え
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
わ
か

っ
た
。
し
か
し
な

が
ら
、
匡
房
以
外
、
氷
雪
で
上
皇
を
表
す
用
例
は
確
認
で
き
な
い
。

従

っ
て
、
こ
う
し
た

「氷
雪
」
里
ヨ
膚
」
な
ど
の
語
は
、
匡
一房
に
よ

っ

て

「上
皇
」
「上
皇
御
所
」
の
意
で
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。

つ
ま
り
、
匡
房
は

『荘
子
』
「逍
逢
遊
」
に
あ
る
貌
姑
射

の
仙
人
を
描
く
章
段
か
ら
新
し
く
上
皇
を
描
く
素
材
を
摂
取
し
た
と
言

え
る
だ
ろ
う
。

〈仙
人
の
氷
雪
の
よ
う
な
膚
〉
で
上
皇
の
存
在
を
喩
え
る
手
法
は
、

や
や
違
和
感
を
も
た
ら
す
も
の
で
あ
る
が
、
高
僧
や
君
子
に
対
し
て
、

「氷
雪
」
な
ど
の
語
で
無
垢

・
潔
自

。
高
尚
と
い
う
性
質
を
強
調
す
る

例
が
あ
る
こ
と
を
重
ね
て
勘
案
す
る
と
、
こ
う
し
た
表
現
が
使
わ
れ
た

の
は
、
上
皇
の
神
々
し
さ
を

一
層
引
き
出
そ
う
と
す
る
意
図
に
よ
る
も

の
で
あ
ろ
う
。

第
二
節
　
「
無
何
有
之
郷
」
と

「広
莫
之
野
」
の
用
例

貌
姑
射
の
仙
人
が
登
場
し
た
章
段
の
他
、
「
逍
進
遊
」
の
、
も
う

一

つ
の
章
段
に
あ
る

「
無
何
有
之
郷
」
と

「広
莫
之
野
」
と
い
う
語
彙
も
、

『
江
都
督
納
言
願
文
集
』
に
お
い
て
、
上
皇
の
代
名
詞
と
し
て
使
わ
れ

て
い
る
。
「無
何
有
之
郷
」
の
用
例
に
関
し
て
は
、

。
又
奉
祈
禅
定
仙
院
、
無
何
之
郷



（天
永
元
年
、
巻

一
「賀
茂
御
塔
し

。
以
照
貌
姑
射
之
嶺
、
以
耀
無
何
有
之
郷

　

（巻

一
霊
ハ
十
御
賀
し

。
姑
射
山
之
雪
、
送
万
劫
而
弥
明
。
無
何
郷
之
雲
、
歴
三
祗
而
更

静
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（寛
治
三
年
十
月
、
巻
六

「堂
供
養
し

。
遂
出
無
何
之
郷
、
歩
向
不
測
之
路

（寛
治
二
年
七
月
十
三
日
、
巻
二

「院
金
峯
山
詣
し

。
無
何
有
之
郷
、
貌
姑
射
之
嶺
。（天
仁
二
年
、
巻
二

「鳥
羽
三
重
塔
し

な
ど
、
五
例
が
見
ら
れ
る
。
「
広
莫
之
野
」
の
ほ
う
は
、

。
広
莫
之
野
、
毎
臨
幸
無
彊
、
姑
射
之
山
、
暦
之
寿
福
不
測

（天
永
元
年
、
巻

一
「八
幡
御
塔
し
、

。
長
楽
宮
中
、
霧
露
無
犯
、
広
莫

（野
）
外
、
日
月
不
傾

（康
和
五
年
十
月
廿
七
日
、
巻
三

「般
若
寺
し

な
ど
、
二
例
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

以
下
、
『
荘
子
』
「逍
逢
遊
」
の
本
文
に
当
た
る
章
段
を
次
に
掲
げ
る
。

今
子
有
大
樹
、
患
其
無
用
、
何
不
樹
之
於
無
何
有
之
郷
、
広
莫
之

野
、
紡
往
乎
無
為
其
側
、
逍
遥
乎
寝
臥
其
下
、
不
夭
斤
斧
、
物
無

害
者
、
無
所
可
用
、
安
所
困
苦
哉
。

木
工
の
常
識
か
ら
み
れ
ば
何
の
経
済
価
値
も
な
い
樹
で
あ
る
が
、
も

し
何
も
無
い
村
や
広
々
と
し
た
荒
涼
の
地
に
立
た
せ
れ
ば
、
人
に
休
憩

さ
せ
る
役
く
ら
い
は
果
た
せ
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
こ
の
樹
は
無
用
で
あ

る
か
ら
こ
そ
、
採
伐
さ
れ
る
羽
目
を
免
れ
る
の
で
あ
り
、
用
が
な
い
こ

と
は
ど
う
し
て
困
る
だ
ろ
う
か
。

こ
の
内
容
は
荘
子
が
樗
と
い
う
樹
を
喩
え
と
し
て
無
用
の
用
を
語
る

章
段
で
あ
る
。
こ
こ
に
見
え
る

「無
何
有
之
郷
」
は
後
世
に
な

っ
て
理

想
郷
や
仙
境
と
解
釈
さ
れ
、

。
有

一
仙
居
、
蓋
太
上
皇
遁
世
之
別
館
也
。
…
…
於
是
遠
尋
姑
射

之
哺
、
誰
伝
鴬
歌
、
亦
問
無
何
之
郷
、
不
奏
蝶
舞
。

（
本
朝
文
粋
』
雀
第
十
、
大
江
朝
綱

「暮
春
同
賦
落
花
乱
舞
衣
各
分

一
字
応
太
上
皇
製
し

・
太
上
皇
栖
心
象
外
、
逃
累
塵
中
、
橿
泊
於
涼
風
之
林
、
坐
入
於

不
群
之
境
、
酷
嗜
於
秋
池
之
浦
、
近
到
於
無
何
之
郷
。

Ｓ
本
朝
文
粋
』
巻
第
十
、
紀
長
谷
雄

「侍
宴
朱
雀
院
賦
秋
思
入
寒
松
詩
序
し

と
あ
る
よ
う
に
、
「姑
射
」
な
ど
の
言
葉
と
同
じ
く
上
皇
と
結
び

つ
け

ら
れ
る
。
し
か
し
、
「無
何
有
之
郷
」
と
対
照
的
に
、
「広
莫
之
野
」
と

い
う
語
彙
は
、
匡
房
以
外
に
、
日
本
の
漢
詩
文
に
お
い
て
帝
王
と
結
び

つ
く
用
例
が
見
当
た
ら
な
い
。
ま
た
、
唐
代
の
文
献
で
は
、
「広
莫
」

は
俗
界
か
ら
離
れ
た
清
ら
か
な
処
、
仙
境
と
い
う
意

で
用
い
ら
れ
、

「貌
姑
射
」
な
ど
の
語
彙
ほ
ど
皇
族
と
密
接
に
関
連
し
て
い
な
い
。
さ

ら
に
、
上
皇
や
上
皇
御
所
の
別
称
を
収
載
し
た
日
本
の
文
例
集
や
類
書

を
経
い
て
も
、
「広
莫
之
野
」
と
い
う
語
が
、
上
皇

（上
皇
御
所
）
と
関

連
づ
け
ら
れ
る
記
述
は
見
い
だ
せ
な
い
。
安
居
院
の
唱
導
で
用
い
ら
れ

た
文
例
集
で
あ
る

『
唱
導
妙
』
で
は
、

姑
射
山
嵯
婦
腿
雌
　
射
山
同
上
　
粉
水
饒
姉
樋
　
粉
陽
同
上
　
茨
山

鹸
締
　
襄
城
鹸
締
黄
帝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（『唱
導
妙
し



上
皇
の
御
所
に
対
し
て

「姑
射
山
」
「
扮
水
」
「茨
山
」
「襄
城
」
な
ど

の
別
称
を
羅
列
し
、
そ
の
下
に
、
尭
帝
や
黄
帝
が
か
つ
て
訪
れ
た
場
所

で
あ
る
と
い
う
注
釈
を
付
し
た
。
そ
し
て
菅
原
為
長
の

『
文
鳳
抄
』
で

は
、
上
皇

（上
皇
御
所
）
の
条

に
、
「貌
姑
射
山
」
「
粉
水
」
「
粉
陽
」

「
具
茨
山
」
「脱
展
」
な
ど
の
語
彙
が
列
挙
さ
れ
、
典
拠
と
な

っ
た
中
国

の
故
事
を
も
付
し
た
。
『拾
芥
抄
』
「太
上
天
皇
」
（巻
中

「唐
名
大
略
し

の
条
で
は
、

上
九
之
尊
　
仙
院
　
仙
洞
　
芝
瑚
　
太
上
皇
脱
履
虚
舟
　
法
皇
陛

下
　
上
皇
　
禅
定
仙
院
　
南
面
之
尊
　
茨
山
　
射
山
　
姑
射
　
具

茨
山
　
姑
射
山
　
貌
姑
山
　
扮
水
　
扮
陽
　
茅
閥
　
紫
府
　
丹
墓

と
あ
り
、
上
古
聖
帝
の
ゆ
か
り
の
地
以
外
、
紫
府

・
丹
墓
な
ど
の
道
教

の
神
仙
境
も
掲
げ
ら
れ
た
。
ま
た
、
歌
学
書

の

『奥
義
抄
』
で
は
、

「尭
遁
二
帝
位
一居
二
姑
射
ヽ
こ
れ
に
よ
そ
へ
て
お
り
ゐ
の
み
か
ど
を
ば
射

山
と
は
申
す
也
。
」
と
あ
り
、
退
位
し
た
天
皇
が

「姑
射
」
と
呼
ば
れ

る
由
縁
を
記
し
た
内
容
も
み
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
資
料
に
よ
れ
ば
、
上

皇
や
上
皇
御
所
の
別
名
と
し
て
扱
わ
れ
た
語
彙
は
種
類
が
豊
富
で
あ
る

が
、
そ
の
中
に

「広
莫
之
野
」
と
い
う
語
が
含
ま
れ
て
お
ら
ず
、
上
皇

（上
皇
御
所
）
の
代
名
詞
と
し
て
使
わ
れ
な
い
こ
と
は
明
白
で
あ
ろ
う
。

「広
莫
之
野
」
と
い
う
語
彙
が
上
皇
と
結
び

つ
く
先
例
が
存
在
し
な
い

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
匡
房
は

「上
皇
」
「上
皇
御
所
」
の
意
と
し
て
用

い
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
「氷
雪
」
冨
ヨ
膚
」
の
語
彙
に
対
す
る
考
察
結
果
を
併

せ
て
考
え
る
と
、
匡
房
の
中
で
は
上
皇
を
神
仙
的
イ
メ
ー
ジ
を
表
現
す

る
際
、
『荘
子
』
「逍
遥
遊
」
が
強
く
意
識
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

言
い
換
え
れ
ば
、
匡
房
は
上
皇
の
神
仙
的
イ
メ
ー
ジ
を
描
く
に
あ
た

っ

て
、
従
来
の
描
き
方
を
取
り
な
が
ら
も
、
こ
う
し
た
描
き
方
の
根
源
と

な
る

『荘
子
』
に
戻
り
、
「逍
逢
遊
」
か
ら
新
し
い
表
現
手
法
を
摂
取

し
た
と
言
え
よ
う
。

第
四
節
　
ま
と
め

以
上
、
『
江
都
督
納
言
願
文
集
』
に
お
け
る
上
皇
の
神
仙
表
現
と

『荘
子
』
「逍
逢
遊
」
の
関
係
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
『荘
子
』
「逍
遥

遊
」
に
見
え
る
帝
尭
が
天
下
を
忘
れ
る
伝
説
は
、
唐
代
以
前
の
文
献
に

お
い
て
、
王
位
放
棄
、
退
位
と
い
う
意
義
で
敷
衛
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ

た
。
さ
ら
に
唐
に
入

っ
て
か
ら
、
道
教
の
発
展
と
共
に
上
皇
が
神
仙
に

擬
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
こ
と
は
、
『
冊
府
元
亀
』
『
唐
大
詔
令
集
』

『
文
苑
英
華
』
『
旧
唐
書
』
な
ど
の
資
料
に
お
い
て
、
す
で
に
確
認
さ
れ

て
い
る
。
そ
し
て
、
上
皇
を
貌
姑
射
の
仙
人
に
準
え
る
描
き
方
は
、
日

本
の
作
品
に
も
影
響
を
与
え
、
漢
詩
文
の
世
界
に
定
着
し
て
き
た
。
た

だ
し
、
上
皇
を
神
仙
に
見
立
て
る
系
譜
の
中
に
、
ひ
と

つ
や
や
異
質
的

な
存
在
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
大
江
匡
房
が
自
河
法
皇
の
存
在
を
表
す
た

め
に
、
こ
う
し
た
描
き
方
の
原
点
と
さ
れ
る

『荘
子
』
に
遡
り
、
「逍

追
遊
」
の
語
句
を
頻
繁
に
使
用
し
、
そ
こ
か
ら
新
し
い
表
現
法
を
見
出

し
た
こ
と
で
あ

っ
た
。

匡
房
の

『
荘
子
』
の
受
容
と
い
え
ば
、
荘
子
が
蝶
に
な
っ
た
夢
を
見

た

（『荘
子
』
「斉
物
論
し

寓
話
を
素
材
に
、
匡
房
が

「荘
周
夢
為
胡
蝶
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賦
」
「
本
朝
続
文
粋
し

を
述
作
し
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
『
江
都

督
納
言
願
文
集
』

に
お

い
て
、
上
皇

の
神
仙
用
語
を
新
し
く

「
逍
遥

遊
」

の
章
段
か
ら
取
り
入
れ
た
こ
と
は
、
匡
房
個
人
が

こ
の
章
段
を

愛
好
す
る
こ
と
と
は
無
関
係

で
は
な

い
だ
ろ
う
。
匡
房

の
願
文
作
品

を
検
証
す
る
こ
と

で
、
『
荘
子
』
「
逍
進
遊
」
か
ら

の
摂
取

に

つ
い
て

も
う

一
つ
の
側
面
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

注（１
）
小
峯
和
明
氏
は
匡
房
の
願
文
を
次
の
よ
う
に
評
し
た
。
「平
安
朝
は
こ
と

に
顕
密

・
権
門
体
制
の
強
化
に
応
じ
て
仏
事
の
晴
儀
が
頻
繁
に
行
な
わ
れ
、

公
私
を
問
わ
ず
荘
厳
過
差
を
き
わ
め
、
摂
関
期
か
ら
院
政
期
に
及
ん
で
頂
点

に
達
す
る
。
匡
房
の
膨
大
な
願
文
は
法
会
礼
儀
の
盛
行
に
即
応
し
、
院
政
文

化
の
動
向
を
如
実
に
反
映
し
て
い
る
。
」
（コ
江
都
督
納
言
願
文
集
』
の
世
界

貧

）
―
―
堀
河
院
追
善
願
文
を
中
心
に
―
―
」
『中
世
文
学
研
究
』
第
１３

早り
・　
い０∞
∞）

（２
）
最
近
で
は
、
本
格
的
に

『江
都
督
納
言
願
文
集
』
の
注
釈
に
踏
み
出
し
た

も
の
と
し
て
は
、
山
崎
誠
氏
の
論
考
が
挙
げ
ら
れ
る
。
（葛
江
都
督
納
言
願

文
集
』
注
釈
稿
」
『調
査
研
究
報
告
』
Ｓ
８
．
ドじ

（３
）拙
稿

「貌
姑
射
に
住
む
上
皇
像
の
形
成
」
「
和
漢
比
較
文
学
』
３２
号
）
に

お
い
て
上
皇
の
神
仙
表
現
と
唐
文
の
関
係
に
つ
い
て
提
示
し
た
。

（４
）
「
江
都
督
納
言
願
文
集
』
の
世
界

（五
）
―
―
白
河
院
と
法
勝
寺
関
連

願
文
―
―
」
『中
世
文
学
研
究
』
１７
号
、
８
８

（５
）
『敦
建
願
文
集
』
黄
徴

・
呉
偉
編
、
長
沙
岳
麓
書
社
、
８
８

（６
Ｘ
ハ
地
蔵
寺
善
本
叢
刊

。
第
二
巻

『
江
都
督
納
言
願
文
集
』
の
影
印
に
よ
る
。

（７
）
『百
錬
抄
』
（国
史
大
系
に
よ
る
）
廿
五
日
。
摂
政
於
法
勝
寺
。
賀
法
皇

六
十
算
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（天
永
三
年
条
）

（８
）
注

（３
）
と
同
じ
。

（９
）
『
江
都
督
納
言
願
文
集
』
に
お
い
て
、
「広
莫
之
野
」
の
用
例
は
三
つ
あ

る
が
、
次
に
あ
る

「広
莫
之
野
」
と
い
う
語
は
、
広
大
で
果
て
し
の
な
い
土

地
を
い
い
、
上
皇
御
所
を
さ
す
も
の
で
は
な
い
。

今
道
俗
衆
然
猶
天
下
之
筐
定
広
莫
之
野
、
海
内
之
綽

（天
永
二
年
正
月
、
巻

一
「院
於
法
勝
寺
千
僧
千
部
仁
王
経
し

（１０
）小
峯
和
明
氏
と
山
崎
誠
氏
が
翻
刻
し
た
叡
山
文
庫
蔵

『唱
導
妙
』
に
よ
る
。

∩
安
居
院
唱
導
資
料
纂
輯
」
『
調
査
研
究
報
告
』
１２
号
、
８
８
）

（１１
）真
福
寺
本

『文
鳳
抄
』
（大
東
文
化
大
学
東
洋
研
究
所
刊
）
に
よ
る
。

（‐２
）
『改
訂
増
補
故
実
叢
書
』
第
二
十
二
巻
に
よ
る
。

（‐３
）
『奥
義
抄
』
の
他
、
『色
葉
和
難
集
』
『俊
頼
髄
脳
』
『和
歌
色
葉
』
『続
歌

林
良
材
集
』
な
ど
に
も

「貌
姑
射
」
「無
何
有
之
郷
」
に
対
す
る
説
明
が
み

ら
れ
る
。
ま
た

『和
漢
三
才
図
絵
』
巻
七

「人
倫
類
」
で
は
、
上
皇
の
別
称

を
、
「仙
洞
」
「仏
院
」
「脱
履
」
「虚
舟
」
「射
山
」
「姑
射
」
「粉
陽
」
「茅

閉
」
「紫
府
」
「丹
皇
」
と
掲
げ
る
。

（‐４
）
注

（３
）
に
参
照
。

日
本
の
文
献
は
以
下
の
作
品
を
用
い
た
。
使
用
し
た
テ
キ
ス
ト
は

（　
）
内

に
示
し
た
。
『性
霊
集
』
（
日
本
古
典
文
学
大
系
し
、
コ
一代
実
録
』
（新
訂

増
補
国
史
大
系
）、
『本
朝
麗
藻
』
翁
本
朝
麗
藻
簡
注
』
勉
誠
社
）、
『江
吏
部

集
』
（群
書
類
従
）
、
『本
朝
文
粋
』
（新
訂
増
補
国
史
大
系
）、
『小
右
記
』

（増
補
史
料
大
成
）
『本
朝
続
文
粋
』
（新
訂
増
補
国
史
大
系
）、
『本
朝
無
題

詩
』
（
本
朝
無
題
詩
全
注
釈
』
新
典
社
）。

中
国
の
文
献
は
以
下
の
作
品
を
用
い
た
。
『荘
子
』
（中
華
書
局
）
、
『
旧
唐

書
』
（中
華
書
局
）
、
『
冊
府
元
亀
』
（中
華
書
局
）
、
『唐
大
詔
令
集
』
（
四
庫



全
書
）、
『文
苑
英
華
』
（中
華
書
局
）
、
『広
成
集
』
（正
統
道
蔵
）
、
『全
唐

文
』
釜
口
林
文
史
出
版
社
）、
『白
氏
文
集
』
（那
波
本
）、
『方
舟
集
』
（四
庫

輯
本
別
集
拾
遺
）、
『蘇
戟
詩
集
』
（中
華
書
局
）、
『全
宋
詩
』
（北
京
大
学
出

版
社
）
。

（
り

。
い
く
け
ん
　
慈
済
大
學
助
理
教
授
）


